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海ｺﾝ協04-345

平成17年3月1日
各　　　位

社団法人　海外コンサルティング企業協会

会長　本村　雄一郎

「スマトラ沖地震・津波災害義援金のお願い」

拝啓　貴社ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は当協会の運営・活動にご協力を頂きましてありがとうございます。
さて、会員の皆様方もご承知の通り、昨年12月26日に発生した「スマトラ沖地震・津波災害」に関しては、日を追うごとに各国の被災状況が明らかになり、その甚大さには目を覆いたくなるほどです。また今回被災した国又は地域においては様々な分野で多くの会員企業が関わりを持っており、他人事とは思えません。このような状況を踏まえ、ECFAとしても何かお役に立つことが出来ないかと考えており、その一環としてこの未曾有の大災害において社会的弱者である子供たちが多く被災をしていることから、将来を担う子供たちのためにECFAとして義援金を集めることと致しました。

つきましては、本趣旨にご賛同頂ける方は下記の要領にて募金にご協力頂ければ幸いに存じます。またご協力戴いた義援金全額は、将来を担う子供たちを支援するということで国連児童基金（UNICEF：http://www.unicef.or.jp/）*が有効な活動を展開されていると理解しておりますので、同基金へ寄付致します。皆様方の温かいご支援をよろしくお願い申しあげます。
なお、本情報につきましてはECFAウェブサイト(http://www.ecfa.or.jp/japanese/sumatra.html）でご覧頂けます。また本義援金募集とは別にECFAウェブサイトにスマトラ沖地震・津波関連情報掲載や情報交換のための掲示板を近く開設する予定にしておりますので予めお知らせすると共に有益な情報がございましたらウェブ担当者（webmaster@ecfa.or.jp）までご連絡頂ければ幸いに存じます。

（お手数でございますが本状を社内で適宜ご回覧して頂けますようお願い申し上げます。）

*日本国内の募金窓口は「財団法人日本ユニセフ協会」

敬具

記

1． 趣旨

私ども、社団法人海外コンサルティング企業協会は、途上国で活動する日本のコンサルティング企業の協会です。昨年12月26日に発生した「スマトラ沖地震・津波災害」に関しては、日を追うごとに各国の被災状況が明らかになり、その甚大さには目を覆いたくなるほどです。また今回被災した国又は地域においては様々な分野で多くの会員企業が関わりを持っており、他人事とは思えません。このような状況を踏まえ、当協会としても何かお役に立つことが出来ないかと考えており、その一環としてこの未曾有の大災害において社会的弱者である子供たちが多く被災をしていることから、将来を担う子供たちのためにECFAとして義援金を集めることと致しました。
2． 対象者

(1) 会員企業

(2) 会員企業に勤務する職員及び本義援金の趣旨にご賛同頂ける一般の方(含むECFA職員)
3． 募金額

(1) 会員企業（1口10,000円で5口以上）

(2) 会員企業に勤務する職員及び本義援金の趣旨にご賛同頂ける一般の方（1口1,000円で1口以上）

　＊なお、上記口数についてはあくまで目安として記載しております。

4． 振込先

(1) 銀行名　　東京三菱銀行　本店

(2) 口座種別　普通

(3) 口座番号　0410237

(4) 口座名義　「社団法人海外コンサルティング企業協会スマトラ沖地震・津波災害
義援金口　会長　本村雄一郎」」

5． 寄付先

　　　国連児童基金（UNICEF）－（ECFA事務局で集めた義援金全額を日本国内の募金窓口である「財団法人日本ユニセフ協会」へ寄附致します。）

6． 報告書送付・領収書発行

　　　募金終了後、本義援金に対するご協力者の皆様方に収支報告を含むお礼状の送付を予定しております。このため振込後は、お手数ではございますがご連絡先をECFA事務局（sumatra@ecfa.or.jp）へご連絡下さい。

また寄付金控除（http://www.unicef.or.jp/kyoryoku/newkyo_04b.htm）が受けられますので「領収書」発行をご希望する方は併せてその旨ご連絡下さい。

7． 担当者

　　河野／大塚(sumatra@ecfa.or.jp)

（Tel:03-3593-1171　Fax:03-3593-1172）

以　　上
